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■開催日時
平成22年2月 27日（土）13:00～ 20:00 
　　　　　　　 28日（日）  10:00～16:00
■会場　三重県総合文化センター　フレンテみえ

子どもの権利は胎児から、
子育ち・子育て・子ども参画へ

報　告　書
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　子どもの権利フォーラム・マタニティフェスティバルが県内各地からたくさんの方をお迎えし、本市で盛
大に開催されますことを心よりお喜び申し上げます。
　本日、お集まりいただきました皆様、ようこそ津市にお越しいただきました。心より歓迎申し上げますと
ともに、開催にあたりご尽力をいただきました田部実行委員長をはじめ関係各位に深く敬意を表します。
　さて、平成 21年 4月施行の児童福祉法の中に要保護児童対策地域協議会の協議対象が妊婦の方まで拡大
されましたことは、子どもの人権は正に胎児である時から始まっていることだと認識し、行政にとりまして
もそのことに鑑み、本市においてのさまざまな施策に取り組んでいかなければならないと考えます。
　そこで、“子どもの権利フォーラム・マタニティフェスティバル ”は、平成 19年度の児童虐待防止学会
の開催、昨年度の子どもの権利条約フォーラムの開催と子どもが主体者であるということに主眼を置いての
繋がりから今回本フェスティバルが開催されるものであります。この中で本市といたしましても、共催者と
して参加者の皆様といろいろな形で「子どもの権利」について考えていく機会を貴重な経験を得るすばらし
い機会と捉え、本市の次世代育成支援行動計画でも子どもの権利を中心に据えて計画をつくろうとしており、
子どもの権利が保障されるまちづくりを推進し、今回のフォーラムの県内各市町やＮＰＯの皆様とともに社
会全体で取り組んでいきたいと考えております。
　最後になりましたが、子どもの権利をテーマに昨年度の子どもの権利条約フォーラムに続き、今年開催さ
れる機会を得られたことを関係者の方に感謝し、本日の子どもの権利フォーラム・マタニティフェスティバ
ルの成功と、お集まりの皆様の益々のご活躍とご健勝をお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津市長　   松　田　直　久

　38年の活動の歴史を持つ私たちは、組織のミッションを具現化する現場として、多岐に渡る事業展開を
して参りました。当然その中には、数々のイベントの積み上げがあります。私たちはすべての活動からその
都度、いっぱいの学びをいただき、遂にここまで来てしまったという感が強い今回のフォーラムです。
　子どもに限らず誰しもが「生まれてきてよかったんだ」と思える自己肯定感は、乳幼児期の愛着形成が基
本の基になること。そしてその後の生育歴で、いかに達成感を積み重ねられるかということに気付いた以上、
子どもに関わる団体として土台を出発点にした取り組みをしないことなど、自らを許せることではなかった
のです。
　年令が低ければ低いほど、子どもは当たり前に周りの大人から客体としてのみ対応されてしまいます。子
どもを権利主体として捉えたとき、初めて大人の側に子どもとの向き合い方に転換が生まれ、新しい子ども
観を誕生させると私たちは考えています。
　今回のフォーラムが、子どもの全人的成長を保障していく「子どもの権利条例づくり」や「途切れのない
支援のシステムづくり」に、大きな波紋を投げかけると信じています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもの権利フォーラム・マタニティフェスティバル実行委員会

実行委員長　　田部　眞樹子

ごあいさつ

　子どもは「次の世代の希望」です。私たちの地域がこれからも魅力的であり続けるためには、子どもが安
心して成長できる、「子育て／子育ち」がしやすい環境をみんなで作り上げていくことが大切です。そのた
めには、私たち大人が一人ひとりの子どもの声に耳を傾け、子どもの意見を尊重していく必要があります。
　これまで、人々は生まれながらにして幸せに生きる権利が保障されるべきと考えられてきましたが、この
たび「子どもの権利は胎児から」という考え方に基づき、子どもの権利フォーラム・マタニティフェステイ
バルが開催されることは大変意義深いものであります。本フェスティバルをきっかけに、すべての子どもが
安心して、心身ともに健やかに育ち、自信を持って生きることができる社会が実現されるよう祈念申し上げ
ご挨拶とさせていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

松阪市長　   山　中　光　茂



3

　いつの間に子どもの「権利」は「義務」と対になってしまったのでしょう。
　いつの間に子どもの「権利」は「我が儘」と同義語になってしまったのでしょう。
　人間の子どもほど、成長過程で他人 ( ひと ) の手間と暇を必要とする動物は、恐らく他に
類をみないことだけは確かでしょう。その結果として、長年に渡る保護や指導の側面は否め
ないことになります。当たり前に行っている子育ての日常で、大人の側の論理を子どもの側
に転換するだけで、子どもは『何かをしてあげる（与える）対象の客体から　→　何かをし
てもらう（保障される）ことが当然の権利主体に変化する』ことを大人は知るでしょう。
　権利というのは、大人が子どもに与えるものではなく、生まれながらにして当たり前にあっ
て然るべきもの（Rights）です。大人の保護下にあるから権利がないのではなく、大人に保
護され命や成長を守ってもらい自分育ちをしていく権利が子どもにはあるのです。そして大
人（保護者）にはそうしなければならない義務があるのです。
　子どもの権利の保障は、大人側の論理で指導するのではなく、子どもの年令に見合った支
援が絶対に必要です。そのことによって初めて子どもの権利主体は確立していくと考えてい
ます。
　自分が愛されているという実感。必要とされている存在感。自己決定できる自由。子ども
へのこれらの保障を言葉で云うのは簡単です。でも子どもと向き合った関係の中では容易な
ことではありません。次世代に対する私たち大人の姿勢が、今こそ問われます。　

子どもの権利とは 

　「フォーラムお好きですね」と陰
で噂になっているかもしれないと思
うほど、フォーラムを毎年積み重ね
ている私たちです。そして今回は『子
どもの権利フォーラム・マタニティ
フェスティバル～子どもの権利は胎
児から～』という内容とネーミング
で取り組みました。
　私たちは趣味でフォーラムをして
いる訳では決してなく、子どもの
権利が当たり前に保障されて、生ま
れてきてよかったと思える社会をつ
くっていきたいという願いを理念に
して、実行委員会を構成しています。

子どもの権利フォーラム・マタニティフェスティバル　　 

　今回のフェスティバルにしてもし
かりで、チャイルドラインの子ども
の声から感じた疑問が愛着形成の
問題にいきつき、１０年来思いを暖
め続けていました。そして相応しい
ネーミングの発信をいただくチャン
スを得て、実現の日の目を見るに至っ
たのです。

　すべてのフォーラムに共通する
実行委員会と同様に、今回も多様
な主体（県・市町の自治体担当者、
NPO、学校関係者、保育関係者、
個人etc）で構成されています。そ

の上に前回までとは異なった分野（看
護大学関係者、助産師、保健師、
小児科、産婦人科関係の医師）の
人の輪の広がりに発展しました。し
かも今まで共にフォーラムを積み重
ねてきた人たちとの一層の関係の深
まりは、フォーラムの目的の一つで
もある地域（市町）での子ども支援
の事業展開や協働を必ず容易にして
いくことになるでしょう。企画の一
つであった「自己尊重トレーニング」
と「ノーバディーズパーフェクト」は
当日だけでなく事前から現場づくり
をしてきた甲斐あって、今後取り組

まとめとして
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みを位置づける市町の動きになった
ところもあります。母親の安心を保
障するプログラムは、必ず子どもの
権利保障につながっていきます。そ
のことをきっちり受け止めていく自
治体職員と出会えた時、そこの市町
の子ども支援のあり方が本当に頼も
しく思えます。

　基調講演の演者である仁志田博
司さん（東京女子医科大学名誉教授）
は、周産期及び新生児医療の権威
です。かかわる子どもから多くのこ
とを学んできたとおっしゃる温かく
謙虚なお人柄は、存在するだけで意
味を持つことを教えて下さいました。
そんなご自分のご経験、生き様を交
えてのお話は、大きな感銘を受ける
ものでした。そしてお立場からの愛
着形成と自己肯定の問題を定義して
下さり、一方明橋大二さん（真生会
富山病院診療内科部長）は、別の
入り口から愛着形成と自己肯定のお
話を重ねて頂く事で、参加者は学び
だけではなく、自らを振り返る機会
になった人も多かったようです。
明橋さんは、いっぱいお書きになっ
ている自己肯定のご本さながら、そ
れ以上に素晴らしい講演だったと、
参加者の感想をいただいています。
　前回の「子どもの権利フォーラム
2008 in みえ」では 6,800人に及
ぶ子どもの声を集め分析、チャイ
ルドラインに入る子どもの声と重ね
て子どもの状況を浮き彫りにしまし
た。今回のフォーラムではそれを発
展形にして取り組みました。

　自己肯定アンケート実行委員会を
高校生で構成し、話合いを重ねて
設問を作成。県教育委員会の全面

的バックアップを得て、県内の小・
中・高校から22,518人というアン
ケートの回収が実現しました。共催
者で子どもの権利条例の策定を決
定している津市は、市教育委員会の
協力のもと8,228人、条例づくり
を模索している松阪市も 4,184人を
集めています。これからの動きに生
かしていく方向です。フォーラムで
取り組んできた子ども会議と地域会
議は､ 津市の場合仕切り直して継続
させていくことになり、子どもの権
利条例策定への階段を、確実に登
ることに繋がりました。
　自己肯定アンケートの分析は、専
門家に依頼しています。又アンケー
トの設問を担当した高校生自身も
別の角度から分析を試みて、合わ
せて冊子を作成 7月を目処に結果
を関係機関にお返ししていく予定で
す。アンケートにご協力下さった学
校は、自校の子どもの現状に関心
をお持ちなので、学校毎のデータも
とってお返しをし、今後に役立てて
いただければ幸いと思っています。
　アンケートを取るとき、私たちは
淡い期待がありました。国連の子ど
もの権利委員会から日本の子ども
の自己肯定の問題は、常に指摘を
受けています。年令に反比例して低
くなることも明白です。でも三重県
の子どもたちはそうであって欲しく
ない・・・と。それを当たり前と云っ
てしまえばそれまでのことですが、
淡い期待は見事に裏切られてしまい
ました。
　大人をシャットアウトして、高校生
が取り組んだ小中学生のフォーラム
当日の子ども会議は、子どもがおか
れている現実を見る一場面にもなり
ました。引率の先生がいるとなかな

か本音が出てこない、先生に外に出
てもらい本音が出てきて子ども会議
が終了。会場に先生が戻った瞬間飛
んで行き、経緯を話して先生への忠
誠心をみせる姿があったりしました。

　いいお産グループの「いのちの授
業」では、自分が「かけがえのない命」
であることを子どもたちは学び、感
動の声が寄せられています。ご自分
が所属している現場での実施に向
けて、ご参加下さった先生方も同感
だったようで、活動の広がりが自己
肯定につながることに期待大です。
　子どものフリーマーケットにもド
ラマがありました。数え挙げれば限
りがないほど企画の数だけ、いい
え数以上にドラマがあり、「子ども
力」は信じられると、大人が学んだ
フォーラムになりました。そのすべ
てを記述することができないのは残
念です。各担当者の報告に、お目を
通していただけることを願っていま
す。

　今回のフォーラムも子どもたちが
偉勘なく「子ども力」を発揮できる
ために、子どもにかかわるすべての
大人への意識改革、それの土台にな
る社会基盤整備（子どもの権利条
例の策定やオンブズパーソン制度づ
くりなど）の重要性をさらに確信し、
取り組み続けていくことの決意を新
たにしました。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　
子どもの権利フォーラム
・マタニティフェスティバル実行委員会

        実行委員長　　田部　眞樹子
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3 つの目的から  

1 
　最近は兄弟も少なく、子どもの
頃にも赤ちゃんや小さい子どもと触
れ合ったことの無い人が妊娠し、出
産や育児に対して不安を持つ方も多
いと言われています。そこで、子育
て支援センターや保育所の中には、
妊婦さんに子どもに触れ合うプログ
ラムを提供している所もあります。
　今回のフォーラムでは、妊産婦さ
ん自身へのプログラム提供もありま
したが、家族や、地域の支援者へ
むけてのプログラムも用意され、周

りが妊産婦さんの気持ちを感じ取っ
て、どう手を差し伸べるかというこ
ともポイントになっていました。
　また、お腹の中で育っている時
から、子どもを一人の人間として捉
えることの大切さを理解してもらえ
るようなプログラムもありましたし、
子ども向けの「いのちの授業」では、
自ら生まれてくる命の尊さに触れ、
参加した子どもたちは「生まれてき
て良かった」と自分を肯定する感想
を寄せてくれました。

 そしてこれらのプログラムは、地
域でこれからも継続していく必要が
あり、それを進めるために、今回の
フォーラムで築いた、産婦人科医・
小児科医、助産師、市町の保健師
の方々との連携を生かしていきたい
と思っています。

三重県子どもNPOサポートセンター
副理事長

　　　実行委員会コア　秋山則子

子どもの権利フォーラム・マタニティフェスティバル 

2
　「子どもたちにやさしいまちをつく
る」ためには、地域の子育ち支援の
ネットワークが大切です。
　子どもたち自身が育つ力を伸ばし
ていくためには、子育てがしっかり
出来ることも大切になります。これ
は、子どもや保護者という当事者だ
けで解決できるものではなく、社会
全体として取り組まなければならな
い問題であるので、子育ち、子育て
を支える社会に変えていくという、
市民運動の大きなウエーブを起こし
ていかないといけません。
　このためには、行政だけではダメ
だし、子どもに関わるＮＰＯや団体、
企業も含めて市民総ぐるみの取り組
みをつくることが重要で、行政、民
間、ＮＰＯが協働して、連携を考え、
多様な主体が、何層もの支援の編

みかけを行い、途切れのない支援の
ネットワークをつくり合っていくこと
を目指しています。
　しかし、ネットワークや連携は簡
単にできるものではありません。Ｎ
ＰＯや団体が、また行政が連携しま
しょうと呼びかけ、集まったものは、
ネットワークではなく、それぞれが、
主体的に関わらないと意味がない
のです。
　子どもの権利フォーラムはまさ
に、各団体等のミッションを超え、
３つの共通の目的のもとで、各団体
が主体的に関わる過程をつくってき
ました。子どもに関わる大人は、実
行委員会、地域会議をはじめ、様々
な取り組み、それぞれの主体が、そ
の特徴を生かしながら、会議だけで
なくプレ開催の場をつくりながら、

協働で取り組んできました。この過
程を通じて、お互いの活動を理解し
ながら、本フォーラムの共通の目的
に向かって、現場をつくり合うこと
で、真のネットワークをつくろうとし
てきました。
　この有意義な時間と経験は、今
後、行政、ＮＰＯ、団体、そして民
間企業等が一緒になって、取り組み
を永続的に行っていく三重県の「途
切れのない子育ち支援ネットワーク
づくり」の協働スタイルになればと
願います。

津市健康福祉部こども総合支援室　
　　　実行委員会コア　浅生伸之

妊娠・出産に不安を持つ妊婦さんには、妊娠時からケアし、子育てに対しての不安を取り除き、
虐待の予防、よりよい親子関係づくりを進め、
「子どもの権利は胎児から」ということを広く理解していただきます。

県市町の行政、民間協働の子育ち支援ネットワークの連携によって、
とぎれのない支援を保障する地域ネットワークの強化を図ります。
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3
　実行委員会の子ども参画グルー
プでは、本フォーラムの取り組みを
通して子どもの権利条例づくりにつ
なげていくことの具現化として子ど
もの声を発信し、子ども参画を保
障する子ども会議と子どもの状況を
子ども自身の視点で調査する自己肯
定アンケートの二つをNPO、行政（県
市町）、企業、大学、専門家の協働
で全県的に取り組んだ。

　子ども会議は、「理想の学校をつ
くろう！」というテーマを設定し、
今の学校にとらわれず子ども自身の
視点で理想とする学ぶ場をつくって
いこう、大人や社会は真摯に子ども
の声を受け止めようという視点で取
り組んだ。しかし、大人自身が子ど
もを信用できないでいることや子ど
も自身がありのままの自分を出せな
い状況など、今の子どもたちの置か
れている状況が見えてきた。事前の
取り組みとして県内全域の学校（主
に小中学校）、学童保育、子ども関
係団体で193 回以上、そしてフォー
ラム当日には、高校生のファシリテー
トによる小中高校別子ども会議の
開催と発表を行った。この後の子ど
もの権利条例づくりに子どもの声を
反映させていく上で重要な取り組み
となった。

　自己肯定アンケートの取り組み
は、大学生のファシリテートのもと、
高校生を中心に実行委員会を結成
し、自分自身の思いを出し合う中で、
子どもたち自身の言葉と視点から設
問をつくり、県市町教育委員会、校

長会、県市町行政担当部局のご協
力のもと、三重県内小学生中学生
高校生 22,518 名から集めることが
できた。重要なポイントとして、大
人の視点ではなく子どもの視点で
子どもたちが主体となって取り組ん
だこと、学校現場等子どもに関わ
る方々と子どもの自己肯定感につい
て論議し一緒に取り組みを行ったこ
となど今後の条例づくり、子どもに
関わる活動づくりの視点につながっ
た。7月に完成予定の自己肯定アン
ケート報告書は、各自治体レベルの
子どもの権利条例づくりにつながる
ものと確信する。

　ＮＰＯ法人チャイルドラインＭＩＥ
ネットワークから県への協働事業提
案「県と市町及び NPOとの協働に
よる市民（子どもを含むすべての市
民）参画型子どもの権利条例づくり
を通した子どもにやさしいまちづく
り推進事業」から生まれた『協働の
テーブル』では、県市町行政や子ど
もに関わるNPO 等が同じテーブル
につき、対等に子どもの権利につい
て、条例の必要性についてなどの議
論を積み重ね、行政と民間、県市
町の枠を越えてつないでいくことが
できている。現在の三重県のこども
条例（仮称）づくりへとつながって
いる。

　津地域では、一昨年の第16 回子
どもの権利条約フォーラム 2008in
みえの地域的な取り組みとしての津
地域会議を発展させ、津地域の子
どもに関する団体や行政（こども総

合支援室、人権課、教育委員会等）、
市議会議員の参画を得て子ども会
議、自己肯定アンケート等の取り組
みを進めることができ、2010 年度
の条例制定に向けた市民委員会へ
とつなげることができた。
　松阪地域では、松阪の子どもの
権利を考える会として、子ども未来
課、教育委員会人権学び課、社会
福祉協議会等子どもに関わる団体
の参画で、子ども会議、講演会等
を取り組んだ。2010 年度には、市
民委員会へと仕切り直し子どもの権
利条例制定に向けての気運づくりを
進めている。

　このように、子どもを含めた地域
のさまざまな主体と子どもの権利に
関しての動きを創り合っていく中で、
行政の子ども関係部局同士の連携
やNPO、専門家等との協働連携を
進めていくことができた。こういっ
た動きは、子どものエンパワメント
を進め、地域での子どもの権利条
例づくりに向けての気運をつくって
いくと同時に、子どもとおとなの新
しいパートナーシップをつくりだす
ことにつながっていくものとなる。

三重県子どもNPOサポートセンター
事務局長　

　実行委員会事務局長　竹村　浩

子どもの権利が保障され、子どもたちが自己肯定感を持ち、希望を持って
社会で生きていけるよう、地方自治体レベルでの「子どもの権利条例」制定に取り組みます。
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⑲『子ども会議』　
日時／ 28日 13:00 ～ 15:00
会場／ 1F多目的ホール
対象／ 18才まで

⑳命の声を聴く
　　自己尊重トレーニング
日時／ 28日 13:00 ～ 15:00
会場／ 2Fセミナー室B
対象／妊産婦・一般

　なんでも相談コーナー
日時／ 28日 13:00 ～ 15:00
会場／ 2Fロビー

　カナダの子育て支援プロ
　グラム「ノーバディズ・パー
　フェクトを体験してみよう」
日時／ 28日 13:00 ～ 15:00
会場／ 3Fフィットネスルーム
対象／子育て支援者

　エンディング
日時／ 28日 15:00 ～ 16:00
会場／ 1F多目的ホール

ブース展示
日時／ 27日・28日
会場／ 1F 生活工房・1F ロビー・1F
知識の広場

ミニステージ
日時／ 27日・28日
会場／ 1Fロビー

子どもフリーマーケット
日時／ 27日・28日
会場／ 1F知識の広場
対象／出展者は18歳までの子ども

途切れのない支援
『あったらいいなこんなしくみ』
日時／ 27日・28日
会場／ 1Fロビー

チャイルドラインR　
夢メッセージ展
・こんな親になりたい色紙展
日時／ 27日・28日
会場／ 3F特別会議室

気持ちのポスター展
日時／ 27日・28日
会場／ 1Fロビー

全プログラム一覧

オープニング
日時／ 27日 13:00 ～ 13:30
会場／ 1F多目的ホール
◆実行委員長挨拶、津市長・松阪市長
挨拶、来賓挨拶（知事）
バルーンのくす玉割り

①基調講演　
　周産期・新生児医療から学ぶ
　あたたかい心「小さな子ども
　にあたたかい心を育む」
日時／ 27日 13:30 ～ 15:15
会場／ 1F多目的ホール

②『自分のことが好き！』と
　　言える子どもを育てよう
～自己肯定感を育む関わりを考える～
日時／ 27日 15:30 ～ 17:00
会場／ 1F多目的ホール

③交流会
日時／ 27日 18:00 ～ 20:00
会場／ 1F多目的ホール
参加費／ 19才以上 3500 円
　　　　 18 才以下 2000 円

④⑤　お父さんへ
～赤ちゃんからのメッセージ～
④日時／ 27日 13:30 ～ 14:30
　会場／ 2Fセミナー室A
⑤日時／ 27日 14:30 ～ 15:30
　会場／ 2Fセミナー室A
　日時／ 28日 12:30 ～ 13:30
　会場／ 3Fセミナー室C
参加費／ 100 円
対象／各 15名

⑥⑮お腹の赤ちゃんの気持
ちになってみよう
～すてきな部屋のなかから～
⑥日時／ 27日 15:40 ～ 16:20
　　　　　　   16:20 ～ 17:00
　会場／ 2Fセミナー室Ａ
⑮日時／ 28日 10:00 ～ 10:40
　　　　　　　10:40 ～ 11:20
　　　　　　　11:20 ～ 12:00
　会場／ 2Fセミナー室Ｂ

⑦⑧⑬⑭妊娠期からの
楽しいふれあいあそび　
たまご・にわとり
⑦日時／ 27日 13:30 ～ 14:10
　会場／ 2Fセミナー室Ｂ
⑧日時／ 27日 15:00 ～ 15:40
　会場／ 2Fセミナー室Ｂ
⑬日時／ 28日10:30 ～ 11:30
　会場／ 2Fセミナー室A
⑭日時／ 28日13:30 ～ 14:30

　会場／ 2Fセミナー室A
　対象／未就学の子どもと保護者

⑨いのちの授業
　・おへその不思議
日時／ 27日 13:30 ～ 14:30
会場／ 3Fセミナー室C
対象／小学 1年～ 3年、30名

⑩　胎教は胎響
～ママと胎児の響き合う心～
心は胎児期に作られる
日時／⑩ 27日 15:00 ～ 16:30
　　　　 28日 13:30 ～ 15:00
会場／ 3Fセミナー室C
対象／各 30名

⑪パパあそぼ！
　-①パパに挑戦 !! 
　- ②ベビーマッサージ 
　- ③あそびをつくろう 
日時／① 27日 13:30 ～ 15:30
　　　（15:00 以降は参加者座談会）
　　　② 28日 10:30 ～ 11:45
　　　（11:15 以降は参加者座談会）
　　　③ 28日 13:00 ～ 14:30
　　　（14:00 以降は参加者座談会）
会場／① 3Fフィットネスルーム
         ②③ 2Fセミナー室A
参加費／③は材料費 300 円

⑫マタニティコンサート
   『ちいさな音楽会』
日時／ 28日 10:15 ～ 11:00
会場／ 1F多目的ホール

⑯いのちの授業
　・変化するからだとこころ
日時／ 28日 10:00 ～ 11:00
会場／ 3Fセミナー室C
対象／小学 4年～ 6年、30名

⑰いのちの授業
　・動物と人間の違い
日時／ 28日 11:15 ～ 12:15
会場／ 3Fセミナー室C
対象／中学生以上 18才まで、30名

⑱カナダの子育て支援プロ 
　グラム「ノーバディズ・パー
　フェクトを体験してみよう」
日時／ 28日 10:00 ～ 12:00
会場／ 3Fフィットネスルーム
対象／ 0～ 5歳の子どもを持つ母親

22

23

23

21

24

25
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13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30 16:00 16:30 17:00 18:00 19:00 20:00

13:00～17:00 ブース展示・ミニステージ・途切れのない支援・気持ちのポスター展

13:00～17:00 ブース展示

13:00～17:00 ブース展示・子どもフリーマーケット

④13:30～14:30 ⑥15:40～16:20／16:20～17:00⑤14:30～15:30

⑦13:30～14:10 ⑧15:00～15:40

⑨13:30～14:30 ⑩15:00～16:30

⑪-①13:30～15:30
　　パパあそぼ！～パパに挑戦～

生活工房

セミナー室
B

特別会議室

フィットネス
ルーム

セミナー室
C

ロビー

セミナー室
A

多目的
ホール

知識の広場

いのちの授業・
おへその不思議

胎教は胎響～ママと胎児の響き合う心～
心は胎児期に作られる

妊娠期からの楽しい
ふれあいあそび　
・たまご　

お父さんへ
～赤ちゃんからのメッセージ～

お父さんへ
～赤ちゃんからのメッセージ～

お腹の赤ちゃんの気持ちになってみよう
～すてきな部屋のなかから～

①13:30～15:15 基調講演
周産期・新生児医療から学ぶあたたかい心　
「小さな子どもにあたたかい心を育む」

②15:30～17:00
『自分のことが好き！』と
言える子どもを育てよう

13:00
～13:30
オープニング

③18:00～20:00
交流会

生活工房

セミナー室
B

特別会議室

フィットネス
ルーム

セミナー室
C

ロビー

セミナー室
A

多目的
ホール

知識の広場

妊娠期からの楽しい
ふれあいあそび　
・たまご　

ロビー

13:00～17:00　チャイルドライン　夢メッセージ展・こんな親になりたい色紙展

■2月27日（土）　13:00～20:00

■2月28日（日） 10:00～16:00
10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30 16:00

10:00～16:00 ブース展示・ミニステージ・途切れのない支援・気持ちのポスター展

10:00～16:00 ブース展示

10:00～16:00 ブース展示・子どもフリーマーケット

⑬10:30～11:30

　「子ども会議」　　
⑲13:00～15:00

⑯10:00～11:00
いのちの授業・
変化するからだとこころ

お父さんへ
～赤ちゃんから
のメッセージ～

お腹の赤ちゃんの気持ちになってみよう
～すてきな部屋のなかから～

⑫10:15～11:00
マタニティコンサート エンディング

⑪-②　　10:30～11:45 
パパあそぼ！～ベビーマッサージ～

⑮10:00～10:40/10:40～11:20/11:20～12:00

妊娠期からの楽しい
ふれあいあそび・にわとり

１ 

Ｆ

３ 

Ｆ

２ 

Ｆ

１ 

Ｆ

３ 

Ｆ

２ 

Ｆ

いのちの授業・
動物と人間の違い

⑰11:15～12:15

命の声を聴く自己尊重トレーニング
⑳13:00～15:00

21

12:30～13:00
2313:30～15:00

24

15:00～16:0025

⑭13:30～14:30

　13:00～15:00
　カナダの子育て支援プログラム
　「ノーバディズパーフェクトを体験しよう」

妊娠期からの楽しい
ふれあいあそび・にわとり

⑪-③　13:00～14:30
パパあそぼ！～あそびをつくろう～

⑱10:00～12:00
カナダの子育て支援プログラム
「ノーバディズパーフェクトを体験しよう」

13:00～15:00 なんでも相談コーナー

22

胎教は胎響～ママと胎児の響き合う心～
心は胎児期に作られる

（子育て支援者向け）

10:00～16:00 チャイルドライン　夢メッセージ展・こんな親になりたい色紙展

■開催日時　2月27日（土）13:00 ～ 17:00 ( 交流会 18:00 ～ 20:00）
　　　　　　　　 28日（日） 10:00 ～ 16:00
■会　場　三重県総合文化センター　フレンテみえ
■参加費　18歳以下　無料／ 19歳以上　1500 円

子どもの権利フォーラム・マタニティフェスティバル当日タイムスケジュール 



【実行委員会企画ほか】

[基調講演① ]
周産期・新生児医療から学ぶあたたかい心
「小さな子どもにあたたかい心を育む」

■担当グループ
実行委員会

■開催日時
２月 27日（土）13：30～ 15：15
■参加者数　270 名

◆内容
　新生児医療のスペシャリストで東京女子医科大学名誉教
授、慈誠会（じせいかい）病院院長を始め複数の大学で客員
教授をされている仁志田博司先生をお招きして、「小さな子
どもにあたたかい心を育む」というお話をしていただきまし
た。

---（以下、一部要約）
　未熟児を救おうとして素晴らしい成果を上げてきた一方
で、大きな忘れ物をしてきた。命を救うという言い訳で、保
育器の中の赤ちゃんに過剰なストレスや痛みを与えたことに
より、脳の前頭前野に悪い影響を与えて、生育後の後遺症と
して精神的障害が出てきていることがわかった。今では、命
を助けるだけの時代から、後遺症なき生存のための新生児医
療を行っている。
　三つ子の魂百までもという諺は医学の上から見ても証明さ
れている。脳の前頭前野というところが精神の発達と心の中
枢である。人間は動物の中で最も弱い存在であるから、生存
の知恵として、他との繋がりがなければ生きられない社会的
動物である。だから、他の人のことを思いやれる「あたたか
い心」をもった人として育てていかなければいけない。あた
たかい心を育てるには、お腹の中にいる時からお母さんとの

環境がとても大切である。

[ 基調講演② ]
「『自分のことが好き！』
と言える子どもを育てよう」
～自己肯定感を育む関わりを考える～

■担当グループ
実行委員会

■開催日時
２月 27日（土）15：30～ 17：00
■参加者数　351 名

◆内容
　真生会富山病院心療内科部長、明橋大二先生をお迎えして
「『自分のことが好き！』と言える子どもを育てよう」～自己
肯定感を育む関わりを考える」というお話をしていただきま
した。
　しつけ・ルール・学力より大事なのは子ども自身の「自己
評価」。日本の子どもの自己評価は大変低い。
　子どもの時にどのように接すると自己肯定感の高い子ども
に育つかということで、小さい時にはスキンシップ、子ども
の心を汲んで言葉にして返す、子どもの話をよく聴く、など
具体的なことをお話下さいました。
　子育て中の母親に対しては、ここまで育ててきた苦労をね
ぎらうことが大切ということで、「子が宝なら、母もまた宝」
とお話頂きました。
　最後に絵本「くまのこうちょうせんせい」を読んでくださ
いました。　

9

プログラム報告●グループ企画
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　参加者から、「ゆったりと心地良いひ
とときを過ごすことが出来た。」「赤ちゃ
んに対する語りかけの朗読がしっとりと
心に染み入った」等の感想を頂きました。
　高田短期大学では、平成 19年・20 年
と外部の演奏者によるマタニティコン
サートを行ってきましたが、今回は、短
大教員による企画と演奏でした。日頃の
研究の成果を活かす機会でありました。
　実際には、マタニティの方の参加が少
なくて残念でした。もっとたくさんの人
に聞いていただくことが出来るよう、広
報のありかたを考えていきたいと思って
います。

[ コンサート ]

プレママ・プレパパとおなか
の赤ちゃんにおくる　
『ちいさな音楽会』

■担当グループ
たかたんMusik　Box
（福西朋子 ・山本敦子 ・木下和美 ・石井和加子）

■開催日時
2月 28日（日）10:15 ～ 11:00
■参加者数　47名

◆内容
　プレママ・プレパパ、そしておなかの
赤ちゃんにゆったりと音楽に耳を傾けて
もらい、心穏やかなひと時を過ごしても
らう。また、音や音楽を聴いたり、子ど
もや家族とともに音楽を楽しむことの大
切さについて出演者の経験談も交えなが
ら話をし、これからの子育てにおける音
や音楽とのつきあい方について考えても
らう機会とすることを目的として企画し
ました。
　ピアノ、チェロの楽器やソプラノの歌
声によるコンサートで、プログラムは、
赤ちゃんの誕生を喜ぶ気持ち、赤ちゃん
の瑞々しい生命力、そして親として赤
ちゃんを愛し慈しむ気持ちがイメージで

きるような曲で構成しました。吉松隆、
武満徹の邦人作曲家による音楽からモー
ツァルト、シューマンらクラッシックの
名曲を盛り込みました。プログラム最後
に「あなたがうまれたとき」という詩の
朗読にシューマン作曲の「子どもの情景」
を挿入したステージを行いました。
　また、観客に、演奏をする息遣いを感
じていただき、演奏側と聴く側が音楽を
介して一体になりたいとのことで舞台上
での演奏ではなく観客と同じフロアでの
コンサートにしました。会場は、胎内を
鳥かごと見立てた空間をイメージしてバ
ルーン装飾を配置しました。

[ オープニング ]
■開催日時
2月 27日（日）13:00 ～ 13:30
　
◆内容
　実行委員長、津市長・松阪市長、来賓
三重県健康福祉部こども局局長　挨拶。
バルーンのくす玉割り。

太田県こども局長 津市　松田市長

田部実行委員長バルーンくす玉 松阪市　山中市長
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【いいお産グループ企画】

お父さんへ
～赤ちゃんからのメッセージ～

■担当グループ
いいお産グループ

■開催日時
2月 27日（土）13:30 ～
　　　　　　　　14:30 ～　
　　28日（日）　12:30 ～
■参加者数　
12名

◆内容
　ＮＨＫ出版のＤＶＤ ̶ 妊娠中にお腹
の中の赤ちゃんに話しかけていると、赤
ちゃんがお父さんの声を覚えていて出産
後良い関係が出来る様子をレポート ̶ 
を見てから、お腹の赤ちゃんと会話する
時に使う、｢プレガフォン｣（ホースの両
脇にペットボトルの飲み口の部分をつな
げる）を作りました。妊娠中から声をか
け続けることで、出産時には「本当に待っ
ていたよ」という気持ちが伝わります。
プレガフォンが出来上がると、「帰った
ら早速これを使って話しかけてみます」
と嬉しそうでした。

お腹の赤ちゃんの気持ちに
なってみよう
～すてきな部屋のなかから～

■担当グループ
いいお産グループ

■開催日時
2月 27日 15:40 ～ 16:20 ～　
　　 28 日 10:00 ～ 10:40 ～ 11:20 ～
■参加者数　
35名

◆内容
　布で作った子宮の中に入りおなかの中
の赤ちゃんになった気持ちを感じてもら
いました。
　子宮の片側は青色、もう片側は黄色に
なっていてCDで色々な音を流し、ケン
カのシーンのときは青色側、仲直りの美
しい音楽のときは黄色側を向いて赤ちゃ
んの気持ちになってもらいました。体験
した人たちは、外の声がはっきり聞こえ
ることに驚き、自分の精神状態が安定す
る大事さを実感していました。

いのちの授業
■担当グループ
いいお産グループ

■開催日時
2月 27日（土）13:30 ～ 14:30　
　「おへその不思議」
2月 28日（日）10:00 ～ 11:00　
　「変化するからだとこころ」
2月 28日（日）11:15 ～ 12:15　
　「動物と人間の違い」
■参加者数　
　小学１～ 3年　　　24名
　小学 4～ 6年　　　11名
　中学生以上　　　12名

◆内容
　胎児の時からの「子どもの権利」を考
える機会として小学低学年、小学高学年、
中学生以上の３グループの子どもたちに
自分がどのように『生』を受け、どんな
にたくさんの人に出会い、愛されて育っ
てきたのか、お腹の中でどのように育ち、
出産したのかを実感する「いのちの授業」
を助産師の下村孝枝さんにしていただき
ました。
　子どもたちは自分が生まれるまでの
「いのち」のつながり、精子と卵子の奇
跡的な出会いと出産にいたるまでを映像
を見たり、胎児人形を持たせてもらい重
さを感じたり、また人形を使っての出産
シミュレーションを見ることで実感でき
たと思います。子どもたちの感想には「自
分が今、生きていること、生まれてきた
ことがとてもすばらしいことだと感じら
れた」とありました。
　また子ども対象のプログラムでした
が、保健師、助産師、先生の参加希望が
出され、5名までということで参加して
いただきました。子どもたちに対する「い
のちの授業」の必要性を多くの方が感じ
ていることがわかり、このような授業を
県内で広げていく動きにつなげる必要性
を強く感じました。

お腹の赤ちゃんの気持ちになってみよう

いのちの授業
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心は胎児期につくられる　
～ママと胎児の響きあう心～

■担当グループ
いいお産グループ

■開催日時
2月 27日（土）15:00 ～ 16:30　
2月 28日（日）13:30 ～ 15:00
■参加者数　
27日　4名　
28日　21名

◆内容
　27 日は少人数のなごやかな雰囲気の
中で、28 日は講義形式でお母さんのお
腹の中での胎児の成長について平野里枝
さんにお話ししていただきました。
　最初にイメージトレーニングとして、
心と体をリラックスする方法を教えてい
ただきました。その後、胎児の時期に心
が育ち、赤ちゃんがお腹の中にいる時に
お母さんがゆったりと過ごせることが胎
児の成長にいかに大切かということを伝
えていただきました。
　妊婦さんだけでなく、お父さんや若い
世代の参加もあり、周囲の人が妊婦さん
やお腹の中の赤ちゃんにどう向かい合っ
たらよいのかを考える機会になったと思
われます。

なんでも相談コーナー
■担当グループ
いいお産グループ

■開催日時
2月 28日（日）13:00 ～ 15:00
■参加者数　
2名

◆内容
　ベテラン助産師さんに、妊娠期のこ
とや出産への不安などを相談するコー
ナー。保健師さんが、日頃の業務で悩ん
でいることを相談されました。おっぱい
を上手に吸わせるこつや、母乳の出をよ
くするマッサージの方法など、教えてい
ただきこれからの仕事に役にたつと喜ば
れました。

あったらいいな
こんなしくみ
■担当グループ
いいお産グループ

■開催日時
2月 27日（土）　ロビー展示
2月 28日（日）   ロビー展示

◆内容
　子どもの権利を守ることをテーマに、
子どもが生まれる前の妊娠時期からの各
市町、地域でどのような取り組みがある
のか、また、どのような支援があるとい
いいのかということを考えてもらう機会
として、『あったらいいなこんなしくみ』
について展示ブースを設置しました。
　県内、８市４町２地域の取り組みにつ
いてポスターセッションとして啓発し、
みんなで考える、“私がほしいこんなし
くみ”“地域で私ができる子育ち子育て
支援”について、それぞれの思いを来場
者に記載していただきました。
　“私がほしいこんなしくみ”では「親
が病気の時の支援を低価格で」、「遊具の
ある、人がたくさん集まる安全な遊び場」
などの意見がありました。“地域で私が
できる子育ち子育て支援”では「放課後
に子どもたちを遊ぶなど近所のおばさん
になれそう」「不登校などの子どものた
めの交流会開催」などのあたたかい言葉
がありました。　
　地域のそれぞれの立場の人が力を合わ
せ、地域でつながり合い、力を発揮して
もらえるような取り組みが今後も必要だ
と思いました。

【いいお産グループ企画】

なんでも相談コーナー

あったらいいなこんなしくみ
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【子育て・子育ちを楽しむグループ企画】

妊娠期からの
ふれあい遊び・たまご
■担当グループ
子育て・子育ちを楽しむグループ

■開催日時
① 2月 27日（土）13：30～ 15:40　
② 2月 28日（日）13：30～ 15:40
■参加者数　
① 7組、② 6組

◆内容
①おいしいおやつ　②からだにおはよ　
③かわいいラッコ　④こちょこちょおに
⑤だるまさんがころんだ　
⑥なかよくあるこう　
⑦おいものてんぷら　⑧大型バス
＜参加者の様子から＞
・開始 15 分前から部屋に来て、心待ち
にされるご夫婦もいらっしゃいました。
・1歳児以上の遊びになると赤ちゃん人
形ではなく実際のお子さんを使って実践
されるお母さんもいらっしゃいました。
・一緒に参加した子も、赤ちゃん人形で
一緒にふれあい遊びを楽しむ様子が見ら
れました。
・夫婦で黙々と目の前の赤ちゃん人形で
遊びを体験する方、動く子どもに意識を
とられて集中できない方、夫婦で会話を
されながら一緒に赤ちゃん人形を動かし
ながら遊ぶ方などが見られました。
・寝転がったり V字バランスをしたりす
る遊びは、お父さんが喜んで取り組んで
いました。
＜今後の課題＞
・「赤ちゃんの笑顔はママのお中で作られ
る！」をコンセプトにして、ふれあい遊
びを紹介しました。今回のフェスティバ
ルの主旨に沿って、テーマを持った遊び
を中心に紹介してもよかったかと思いま
した。
・予想以上にきょうだいの子どもが多く、
風船やジョイントマットで途中遊び始め
てしまい、活動に集中できない場面が見
られました。見学されていた芸濃保育園・
白山保育園の先生方にご協力いただくこ
とができましたが、できるだけ遊び道具
などを子どもの目の届かないところへ置
いておくと良かったかと思います。
・上記のように学生が主となる遊びを交
えて活動を展開しましたが、広告に記載
されている「たまご」というコンセプト
を意識して、全面的に学生が主となるよ
うに計画しても良かったかと思います。

パパあそぼ！
■担当グループ
子育て・子育ちを楽しむグループ

■開催日時
① 2月 27日（土）13:30 ～ 15:30
② 2月 28日（日）10:30 ～ 11:45
③ 2月 28日（日）13:00 ～ 14:30
■参加者数　
9組

◆内容
　「『もっと子どもとふれあいたいなぁ』
と思っているパパさんたちに、子どもと
思いきり楽しんでもう」ことをテーマに、
子どもの年齢別に３つのプログラムを開
催しました。
　参加者数が目標数を下回ったり、想定
していた年代とは異なる子どもの参加が

あったり、計画通りとはいかなかった面
もありましたが、どのプログラムもパパ
と子どもの笑顔があふれ、終わってみれ
ば大成功でした。各プログラムで行った
「パパの座談会」では、パパたちが膝を
つきあわせ、いろいろな意見交換がされ
ました。
　また、津市を中心にパパ参加型のイベ
ントを企画運営する団体「パパナビ」代
表の草深氏にも座談会へ参加していただ
き、草深氏のリードのもと、「普段どれ
だけ家事育児に参加しているのか」をみ
んなで振り返りました。今回のプログラ
ムがきっかけとなって、例え少しであっ
ても、パパ同士の新たなつながりが生ま
れ、「子どもとのふれあいって楽しい！」
と思えるパパが増えたことを期待してい
ます。

パパあそぼ！
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カナダの
子育て支援プログラム
「ノーバディーズ・パーフェクト」
を体験しよう

■担当グループ
子育て・子育ちを楽しむグループ

■開催日時
2月 28日（日）10:30 ～、13:00 ～ 
■参加者数　
10:30 ～　８人　　
13:00 ～　15人

◆内容
　ノーバディズ・パーフェクト（以下Ｎ
Ｐ）は、０才～５才の子どもを持つ親対
象のグループワークです。数年前から日
本各地でも実施されていますが、三重県
でも実施していきたく、フォーラムの企
画として取り組み、28日午前は、＜プロ
グラム対象の母親向け＞を、午後は、＜
子育て支援者向け＞を行いました。
　＜母親向け＞は、参加者から出された
子育ての悩みの内１つを取り上げ、「母
親の立場から」・「子どもの立場になって」
気持ちを出し合うワークショップを行い

ました。
　＜支援者向け＞は、ＮＰの説明後、参
加者が乳幼児を持つ母親になってプログ
ラムの模擬体験を行いました。
　尚、事前の取り組みとして、四日市市・
津市・松阪市で４回子育て支援者対象に、
フォーラム当日の＜支援者向け＞と同
じ内容のものを行い合計 70 人ほどの参
加がありました。特に津市では保健セン
ターが母子保健推進員の研修として取り
組まれました。
　事前・当日共に＜支援者向け＞にはＮ
ＰＯのスタッフの他、行政や専門職の方
の参加があり、三重県でＮＰを実施して
いく１ステップになったのではと思いま
す。すでに来年度実施予定の団体もあり
ます。
　今後はいかに行政と協働していくかが
ポイントになりますが、組織的に取り組
んでいくことを考えています。

自己尊重トレーニング
■担当グループ
子育て・子育ちを楽しむグループ

■開催日時
事前
１月 14日（津）１月 24日（津）
１月 27日（鈴鹿）２月２日（桑名）
当日
２月 28日（日）13:00 ～ 15:00 
■参加者数　
事前参加者 44 人　
当日参加者 15人

◆内容
　今回、子どもの権利フォーラム・マタ
ニティフェスティバルをきっかけに子育
て・子育ちを楽しむグループでは企画の
一つとして子育ち広場∴ドロップ in が
３年前から続けている自己尊重トレーニ
ングを企画しました。大人がありのまま
の自分を認め命の大切さを実感すること
で、子どものありのままを受け止めるこ
とができ、子どもも大人も誇りをもてる
ようになります。
　このことを保育士・保健師・子どもと
関わる方、お母さんに実際に体験してい
ただくために、事前に三重県内で４ヵ所、
津市・桑名市・鈴鹿市で自己尊重トレー
ニングを体験して頂く取り組みをしまし
た。当日も色々な職種の方に参加してい
ただき、自己尊重感を育む手法の一つと
して地域に拡げていく人を養成していく
きっかけづくりになったと思います。子
どもの周りの大人が自分を大切に思い好
きになり自分の全てを認めていくこと
で、子どもの全てもOKにできます。子
どもにとって生きやすい地域社会を目指
す一歩になりました。

ノーバディズパーフェクト
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ミニステージ
■担当グループ
子育て・子育ちを楽しむグループ

■開催日時
2月 27日（土）基調講演等の放映
2月 28日（日） 13 団体

◆内容
　子どもたちに夢を、妊婦さんには子育
ての楽しさと安心感を、会場に来ていた
だいた方に、あたたかいメッセージが届
けられました。
　オカリナやハンドベル等の演奏、ア
ポーヨ・ミエの子どもたちのブラジル
の歌では来場者の心をうち、腹話術や絵
本の読みきかせで子どもたちは笑顔にな
り、そして、マタニティ生活を楽しみま
しょうと授乳ショーが行われるなど、出
演者が一緒につくり上げた空間となりま
した。
　これから、子どもの権利、とぎれのな
い支援について取り組む地域の大切な
「つながり」を持てたと思います。

子どもフリーマーケット

■担当グループ
子育て・子育ちを楽しむグループ

■開催日時
2月 27日（土）13：00～ 17：00
2 月 28 日（日）10：00～ 16：00
■参加者数　
68人　
37店舗

◆内容
　目的は子ども主体で、子どもが自ら考
え自分でやりきる子どもだけのフリー
マーケット。失敗を恐れずに挑戦してみ
ること、結果よりもプロセスを大事にし
たい企画でした。出店料も稼いでから支
払うのか、親から前借をするのかいろい
ろ考えていました。当日は子どもがいろ
いろ考えたお店が並びました。カードや
おもちゃ、アクセサリーを売る人、肩た
たきのお店はイスと時計を持って会場を
回り疲れたスタッフの肩をもんで体で稼
いでいました。自分の責任でお店を開き
商品を売ることで充実感は得られたと思
います。
　それといろんな問題が起きてくること
も予想し、それも受け止めるのを覚悟の
うえでこの企画がありました。が、それ

はその日の夜に起こりました。私たち
大人がどれだけ普段言っていることが本
気なのか試された出来事でした。フリー
マーケットで子ども同士のやり取りでお
盆に入れたカードをお盆ごと買い取られ
てしまい、後でそのお盆が大切なお盆と
気が付き返してもらうつもりが売った値
段より高く買うことになってしまった子
どもがいました。夜寝る前にいつものよ
うにお母さんは子どもの今日の事を褒め
ようと「今日、フリーマーケットよくが
んばったね。」と言うと昼間の出来事を
思い出した子どもは悔しさがこみあげて
きて泣いたそうです。それを聞いたお父
さんが「子どもにこんなつらい思いをさ
せる事業にはこれから参加させない」と
言われ、この企画の在り方を問われまし
た。この出来事のおかげで子どもにとっ
てこの出来事がその子にプラスになるか
ならないかは大人がどう向き合うかで変
わることがよくわかりました。自分がし
てしまったことを自分で引き受けること
の大切さ、その積み重ねが子どもの時に
どれだけ沢山あるかで子どもの生きる力
になるという実感をいただきました。
　今回この企画をしたことで大人の向き
合い方が問われ、気持ちを受け止めるこ
とでの心の変化、子どもの権利とは何か
を体験するチャンスが頂けました。

仁志田先生と子どもフリーマーケット
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「子ども会議」発表
・エンディング

■担当グループ
子ども参画グループ

■開催日時
2月 28日 13:00 ～ 15:00　
　「子ども会議」の発表
2月 28日 15:00 ～ 16:00　
　エンディング
■参加者数　
子ども会議　61名　
エンディング　115 名

◆内容
　子ども自身が参画する企画として、学
校や学童保育や子どものグループに働き
かけ、話し合いのテーマを“理想の学校”
という「子ども会議」に、各地域で取り
組みました。
　最初は話し合いにならないグループ
が、何度か回数を重ねるうちに子どもの
声が変わってきました。これには、大人
の関わり方が大きく影響しています。
　当日は、小学生１グループ中学生３グ
ループ高校生１グループが、自己肯定ア
ンケート実行委員会の高校生をファシリ
テーターに、子ども会議をしました。小
学生は頭を寄せ合い口々に発言していま
した。中学生はお互いの距離を少しおい
て、気持ちを出していました。高校生は
自分の意見をはっきり出して、話し合っ
ていました。
　それぞれのグループで意見を出し合っ
た“理想の学校”を、自己肯定アンケー
トの中間発表と実行委員の高校生から
の、大人と子どもへのメッセージととも
に、エンディングで発表しました。

子ども会議の様子

子ども会議　発表の様子
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「子ども会議」より　子どもたちが考えた [理想の学校 ]
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取り組み報告●地域会議

津地域会議
■構成メンバー
三重県自閉症協会、
津市人権課、
津市教育委員会、
津市保健センター、
津市こども総合支援室、
津市市議会議員、
特定非営利活動法人津子どもNPOセンター、
特定非営利活動法人三重県子どもNPOサポートセンター

■取り組み報告
　津地域会議では子どもを権利主体と捉えた途切れのない支
援が必要であることを確認し合い、子どもの状況を共有する
中でさまざまな取り組みを行いました。取り組みを通して、
子どもの権利について子どもたち自身が考え、また、親も
含めた地域の大人がさまざまな視点で考える機会を持つこと
を、学校をはじめ地域全体に働きかけができたことは、子ど
もの権利条例づくりへの大きな一歩となりました。
　県内でも、津地域において自己肯定アンケートや子ども会
議が多数取り組まれたのは、地域会議を通じてＮＰＯや団体、
行政、教育委員会、学校現場が主体的に取り組んできた成果
であると思っています。
　これを土台として、行政は子どもたちを主体として捉え、
子どもの権利が保障されるまちづくりを推進し、子どもの権
利条例づくりに生かしていきます。また、民間の役割として、
今後子どもの権利が保障される社会をつくるためにネット
ワークをさらに広げていきたいと思います。
〔取り組み成果〕
○自己肯定アンケート（8,228 枚）　
小学校 11校　
中学校 8校　
高等学校 8校　
特別支援学校 1校（計 28校）
○子ども会議　　
小学校 5校　
中学校 3校　
児童館等（計 117 グループ）
＊津地域の発表　2/14
参加者：中学生（32名）小学生（6名）
＊当日の子ども会議　　　
参加者：中学生（26名）
○気持ちのポスター（416 枚）
○自己尊重トレーニング（事前 2回）

松阪地域会議
■構成メンバー
松阪市教育委員会人権まなび課、
松阪市福祉事務所こども未来課、
松阪市社会福祉協議会、
社会福祉法人有徳会、
松阪市学童保育連絡協議会、
くれっしぇんど、
特定非営利活動法人三重県子どもNPOサポートセンタ－、
特定非営利活動法人松阪子どもNPOセンター

■取り組み報告
　松阪地域では、前年度の『第 16回子どもの権利条例フォー
ラム 2008in みえ』に関わっていただいた、行政や教育委員会、
社会福祉協議会などの方と一緒に、一年間松阪地域会議を持
ち、子どもの現場について話し合いながら、子ども会議や権
利条約に関する講演会などを開きましたが、今回の『子ども
の権利フォーラム・マタニティフェスティバル』に重ねて動
くことがなかなか出来ませんでした。
　しかし間際ではありましたが、改めて動きと意識を仕切り
直し企画に取り組むことで、松阪の地域会議の方向をはっき
りさせることも出来、いくつかの新しい関係を作ることが出
来ましたので、これからもこの機会に知り合えた多くの団体
や個人の皆様と、地域づくりをしていきたいと思います。
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取り組み報告●大学と地域との連携

　「子どもの権利フォーラム・マタニ
ティフェスティバル～子どもの権利
は胎児から～」に、高田短期大学
育児文化研究センター長の立場で
実行委員会に参加しました。平成
21年 3月から2回の準備委員会を
経て､ ５月より第1回実行委員会が
発足し、平成 22年 2月 27日（土）・
28日（日）のイベントに向けて13
回の実行委員会を持ち取り組みまし
た。実行委員会の前のコア会議に
も参加させて頂き、第 2回実行委
員会以後は、「子育ち・子育てを楽
しむグループ」「いいお産グループ」
「子ども参画グループ」の３つの部
会のうち、保育者養成校として、子
どもが産まれる前から子どもと楽し
くふれあうことの楽しさを知っても
らおうと「子育ち・子育てを楽しむ
グループ」の部会に属しました。こ
の間 30 回余の会議を持ち、事業に
向け取り組んできました。大学では、
他に三重大学教育学部、三重県立
看護大学がそれぞれの立場で参加し
ていました。ここでは、保育者養成
校の立場で今回の事業に参加したこ
とから見えてきた、大学が地域と連
携していくことの意義および私の所
感を述べさせていただきます。

実行委員会について
　この実行委員会は、行政・ＮＰＯ・
専門団体（医師会・助産師会・保育
協議会など）・大学・子育て団体・
企業などが「子どもの権利」を目的
として参集した、同権・参加・連携
のシステムの考え方で進められてい
る委員会です。ですから大学という
「お願いされる側」というポジショ
ンにありがちな考えから意識転換を
図る必要がありました。平成 21年
度は、私自身が次世代育成支援行
動計画策定会議に出させていただ

いたこともあり、地域で、社会で子
どもを育てるという考え方の基盤と
して多種多様な組織・団体・人が連
携していくことの重要性と共にその
困難さをも感じていたところでした
ので、この実行委員会は、これから
の共生社会へのあり方の一つのモデ
ルとして受けとめていました。目的・
概念を共有していく過程で、様々な
立場での意見交換があり、多くの学
びがありましたし、自らのポジショ
ンやミッションについて改めて確認
していくことができたと考えます。
会議のたびに「このイベントをする
ことが目的ではなく、各々の活動を
いかに地域で広げていくことが重要
…」とその場かぎりの矮小な活動に
なることに警鐘する代表田部さんの
言葉がとても印象に残っています。

学生にとって
　保育者には園の子どもたちの保
育だけではなく、保護者支援そして
地域の親子の支援をすることが求め
られ、高田短期大学においても地
域の子育て支援に学生が積極的に
ボランティア活動をすることを推奨
しています。このことにより、地域
での子育て支援を理解し、そのな
かで自分たちは幼稚園・保育園にお
ける子育て支援の立ち位置がより明
確に理解できるようになります。ま
た自分たちだけが子育て支援をする
のではなく、地域の子育て支援が
必要な人を必要な専門組織や団体
に適切にコーディネートする力、連
携する力が求められることから、そ
のような学生を育てるためにも学内
だけでなく地域で学生たちが学んで
いくことが大切でしょう。そのよう
な意味において、今回、一部の学
生だけでしたが、地域の子育て団体
の企画や内容に触れることができる

貴重な体験でした。
　また、保育者として、子どもの権
利という視点から子どもを捉えるこ
との重要性を改めて確認し、産まれ
てからではなく妊娠期からの子育て
支援（妊娠期からの楽しいふれあい
あそび）や父親に対する子育て支援
（パパあそぼ！）など目新しい視点
で保育者が働きかけることができる
ということを学ぶことができたので
はないでしょうか。学生の立場で実
行委員会から参加してもらいたかっ
たのですが、カリキュラムが非常に
過密な短大生としては難しい状況で
した。

これから ･･･　
　今回、大学における地域子育て
支援を担当する育児文化研究セン
ターとして、コラボレーションによ
る企画に参加できたことは、非常に
有益であり、多くの学びを得たと感
じています。大学が連携するときに
は、研究も実践もこれまでの枠組
みを転換していく必要性がでてくる
こともあるでしょう。どのように大
学が地域と連携していくかは、その
地域、所属団体の構成によって様々
です。地域の諸資源を理解するとこ
ろからが第一歩となるでしょう。そ
の観点から今回の実行委員会への
参加により多くの学びがありまし
た。子どもの健やかな育ちを支援す
るためには、一つの組織や団体がす
ることには限界があります。いかに
して地域と連携し、大学としての専
門性を発揮してコラボレートしてい
く力を得ることができるかがこれか
らの課題です。

前　高田短期大学
育児文化研究センター長

実行委員会コア　梶　美保

～「子どもの権利フォーラム・マタニティフェスティバル」への参加から～
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プログラム報告●展示企画

気持ちのポスター展

こんな親になりたい色紙展絵馬展

チャイルドライン
夢メッセージ展
・こんな親になりたい
色紙展
■担当　
チャイルドラインMIE ネットワーク

■開催日時
2月 27日（土）　13:00 ～ 17:00
2 月 28 日（日）　10:15 ～ 16:00
■参加者数　
202 名

◆内容
　各界の著名人の素敵な絵馬を展示す
る、夢メッセージ展の企画を通して、チャ
イルドラインを多くの方に知っていただ
きたく、フォーラムで「夢メッセージ展」
を開催しました。
　また、妊婦さんに「こんな親になりた
い」という気持ちを色紙に描いていただ
きました。すでに親になっている方には、
「こんな親になりたかった」などの気持
ちを描いて頂きました。
　やさしい気持ちになるメッセージがた
くさんあり、夢メッメセージ展と共に展
示させて頂きました。アンケートに、「み
んなのメッセージがステキでした。」「本
当に夢のある絵馬を見て、幸せな気分に
なりました。」等と書いてありました。

気持ちのポスター展
■担当　
チャイルドラインMIE ネットワーク

■開催日時
2月 27日～ 28日
 
◆内容
　フォーラム当日までに、地域の保育所
や学童保育、活動グループに声をかけ、
自分の気持ちを絵で表現してもらう“気
持ちのポスター展”をしました。嬉し
い気持ちや、悲しい気持ち、怒った気持
ちなどたくさんの絵が集まり、当日は
1139 枚をロビーに飾り参加者をお迎え
しました。
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途切れのない支援　展示
市町版一部紹介
●いなべ市

●鈴鹿市
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●名張市

●津市
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実行委員会構成団体紹介
三重県小児科医会
小児医療の進歩・向上をはかると共に、
小児保健・福祉については、地域社会並
びに他団体と連携して事業を行う。
〒 514-0834　
津市大倉 13-14　
医）熱田クリニック内
TEL059-225-7100 
FAX059-223-1393

三重県産婦人科医会
医学の進歩発展を図り、女性および母子
の生命健康を保持向上し、国民の福祉に
貢献することを目標としています。
http://www.mie-aog.jp
〒 514-8538　
津市桜橋 2丁目 191-4
TEL059-224-7321　
FAX059-224-8661
E-mail mie-sanfu@opal.ocn.ne.jp

三重県看護協会
三重県看護協会は、三重県在住の保健師・
助産師・看護師・准看護師が自主的に会
員となり、会員の総意で運営する社団法
人です。現在、9,110余名の会員がいます。
職能団体として、安全・安心の看護、質
の高い看護を提供し、県民のみなさまの
健康、福祉の向上に寄与すべく活動して
います。特に看護の質の維持向上を図る
目的で、一般・専門コースなど年間 50
以上もの教育プログラムを実施するとと
もに、「看護職の確保定着推進事業」に
も努めております。
http://www.mie-nurse.or.jp/
〒 514-0062　
津市観音寺町字東浦 457-3
TEL：059-225-1010　
FAX：059-226-5200

四日市市病児保育室
カンガルーム
病児保育とは、病気はほとんど回復した
が保育園等での集団生活が困難で、保護
者の勤務等の都合により家庭での保育が
できない児童を一時的にお預かりし、看
護師・保育士・医師・管理栄養士等の専
門スタッフが保育と看護を行う施設で
す。単なる「病気の子どもの預り」では
なく、「病気の時も、健康な時と変わら
ず子どものトータルケアを保障する」こ
とを目的としています。ご利用の際は事
前にお問い合わせ下さい。
http://www.rijinkai.jp/
〒 510-0082　
四日市市中部 8-17
TEL ＆ FAX 059-351-4152

三重県立志摩病院
伊勢志摩国立公園の南に位置し、美しく
豊かな海に恵まれた志摩地方の唯一の総
合病院として、救急医療から地域医療ま

で良質なサービスを提供し、地域住民の
皆様はもちろん、観光に訪れる方々にも
信頼され、愛される病院を目指していま
す。
http://www.shimahp.pref.mie.jp/
〒 517-0595　
志摩市阿児町鵜方 1257
TEL 0599-43-0501　 
FAX 0599-43-2597
E-mail:shos@pref.mie.jp

三重大学教育学部
美術教育コース
三重大学教育学部美術教育コースは、学
校の美術を担当する教員の養成を目的に
しています。しかしそれだけでなく、美
術館のワークショップに参加するなど、
地域社会の中での美術活動にも関心を
持っています。
〒 514-8507　
津市栗真町屋町 1577　
三重大学教育学部山田康彦宛
TEL 059-231-9277　
FAX 059-231-9277
E-mail:y-yamada@edu.mie-u.ac.jp

高田短期大学
育児文化研究センター
保育者養成校である高田短期大学の施設
や人的資源を活用し、子どもの教育や福
祉、子育て問題、育児文化に関する専門
的研究を行う実践センターで、情報の発
信・リカレント教育・子育て・子育て支援・
研究会の開催・児童文化の育成等の事業
をしています。
http://www.takada-jc.ac.jp/
〒 514-0115　
三重県津市一身田豊野 195
TEL 059-232-2310　
FAX 059-232-6317
E-mail:ikubun@takada-jc.ac.jp

三重県保育協議会
三重県下にある公私の保育所で勤務する
保育士等が作っている団体です。私たち
保育所職員は産休明けから小学校へ就学
するまでの乳幼児が日々保育士等との生
活や遊びを通して心身ともに健やかに成
長するよう、心情意欲を大切にしながら
一人ひとりの保育にあたっています。ま
た、地域の特色や保護者のニーズにあわ
せて延長保育、一時保育等を実施すると
ともに育児相談や園庭解放など地域の子
どもや保護者の支援をしています。いつ
でも子育てに困ったら近くの保育所をお
尋ね下さい。
芸濃保育園 TEL 059-265-2027

日本助産師会三重県支部
自然な妊娠・出産の経過や母乳育児を大
切にし、お母さんと赤ちゃん、その家族
のニーズに即した、安全で快適なケアを

提供するよう努めています。子育て・女
性健康支援事業として、相談活動を展開
しています。
〒 514-0325　
多気郡明和町竹川 348-3 
TEL ＆ FAX 0596-52-5646 

三重県健康福祉部こども局
こども未来室、こども家庭室
三重県こども局では、県民の皆さんをは
じめ、団体や企業など多様な主体との連
携・協働により、すべての子どもの育ち
と子育て家庭を見守り、ささえることの
できる「こどもや子育て家庭にやさしい
地域づくり」をめざし、子ども関連施策
を総合的、一体的に進めています。
h t t p : / / w w w . p r e f . m i e . j p /
D1KODOMO/
〒 514-8570　
津市広明町１３番地
TEL 059-224-2269　
FAX 059-224-2270
E-mail:kodomom@pref.mie.jp

三重県教育委員会事務局
人権・同和教育室
人権・同和教育室では、三重県人権教育
基本方針に基づき、「人権感覚あふれる
学校づくり」や「人権尊重の地域づくり」
を進め、「自分の人権を守り、他者の人
権を守るための実践行動ができる力」を
育み、人権文化を構築する主体者づくり
に取り組んでいます。
http://www.pref.mie.jp/DOKYOUI/
HP/
〒 514-8570　
津市広明町 13番地
TEL 059-224-2732　
FAX 059-224-3023
E-mail: dokyoui@pref.mie.jp

津市健康福祉部
こども総合支援室
平成 20 年 4 月に新しく設置された津市
のこども総合支援室は、子どもの成長に
応じて抱くさまざまな懸念やニーズに対
して、多角的に途切れなく支援をしてい
くことが必要であるという認識に立ち、
児童虐待の対応、発達支援など子育て支
援についての第一義的な相談窓口とし
て、また、直接的な支援を行う関係課に
対して支援の総合調整を行うとともに、
外部の専門機関等との連携の窓口となり
総合的に支援の調整を行っています。ま
た、広場事業等の子育て支援施策も行っ
ています。
http://www.info.city.tsu.mie.jp/
〒 514-8611　
津市西丸之内 23番 1 
TEL 059-229-3284　
FAX 059-229-3334
E-mail:229-3284@city.tsu.lg.jp
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津市教育委員会事務局
人権教育課
子ども達が自分の大切さとともに、他の
人の大切さをも実感できる環境づくりを
すすめるため、当課では、園・学校での
人権学習の支援や、PTAの人権研修会等
でエンパワーメントやコミュニケーショ
ンをテーマにしたワークショップを行っ
ています。
http://www.info.city.tsu.mie.jp/
modules/jinkenkyoikuka
〒 514-8611　津市西丸之内 23番 1 
TEL 059-229-3249　
FAX059-229-3332
E-mail:229-3253@city.tsu.lg.jp

津市健康福祉部
中央保健センター
津市は母子健康手帳の交付を 10 か所の
保健センターとアスト津、ポルタ久居で
実施しています。保健センターの交付時
には妊婦相談を実施しています。妊娠後
さまざまな思いをもって来所される妊婦
さんと最初に出会う場を大切にして、こ
れからはじまる子育ての相談や不安が軽
減できるような機会を情報提供して、安
心な妊娠出産、地域での子育てを楽しめ
るように支援をしています。また、地域
での協力者として母子保健推進員活動が
あります。赤ちゃん訪問や赤ちゃんとお
母さんが初めて出かける場（子育て広場）
を積極的につくり、地域の子育て支援に
活躍して頂いています。母子健康手帳の
交付は保健センターをご利用ください！
母子保健推進員も大募集しています！
〒 514-8611　
津市西丸之内 23番 1 
TEL 059-229-3164　
FAX059-229-3287
E-mail: 229-3310 ＠ city.tsu.lg.jp

松阪福祉事務所こども未来課
松阪市こども未来課では、保育園係とこ
ども係の 2係で主に保育園、地域子育て
支援センター、家庭児童相談、児童手当、
放課後児童健全育成事業、母子福祉施策
など子どもに関わる幅広い業務を担ってい
ます。地域のコミュニティが希薄になる中、
地域で子育てが支え合える社会が再構築
されるとともに、次代を担うすべての子ど
もたちが健やかで、幸せに暮らすことが
できる地域社会をめざして子育て家庭の
支援に取り組んでいます。
http://www.city.matsusaka.mie.jp 
〒 515-8515　
松阪市殿町 1340 番地 1
TEL 0598-53-4081　
FAX 0598-26-9113
E-mail:kod.div@city.matsusaka.
mie.jp

鈴鹿市健康づくり課
鈴鹿市の身近な健康づくりの場として保
健センターがあります。赤ちゃんから大
人の方までの健康相談・家庭訪問・健康
診査等地域保健に関することを保健師等
や各種関係団体の協力を得て行っていま
す。＊主な母子保健事業●育児相談（す
くすく広場・電話相談） ●訪問（新生児
訪問・乳幼児訪問） ●健康診査（４か月・
10か月・１歳６か月・３歳児健診） ●教
室（妊娠中から子育て中の教室）　詳細
については、直接お問い合わせください。
＊その他成人保健事業等
http://www.city.suzuka.lg.jp/
〒 513-0809 
鈴鹿市西条 5丁目 118-3
TEL059-382-2252 　
FAX059-382-4187
E-mail:kenkozukuri@city.suzuka.
lg.jp

株式会社三重銀行 グループ
三重銀行は地域の一員として、地域に貢
献していきたいと考えています。その一
環として、子育て支援を主な活動分野と
するNPOへの応援や、次世代を担う子
どもたちにお金や金融について学んでい
ただく機会の提供、職場体験学習のプロ
グラムへの協力などを行っています。ま
た、職員の子育て支援や仕事と家庭の
両立支援も企業の社会的責任であると考
え、積極的に取り組んでいます。
http://www.miebank.co.jp
( 三重銀行の地域貢献活動のページ :
h t tp : / /www .m iebank . co . j p /
aboutus/contribution/index.html)
総合企画部 広報室
TEL059-353-3111
 E-mail:koho@miebank.co.jp
（株）三重銀総研 調査部　
TEL059-354-7102 
E-mail:mir@miebank.co.jp

三重いのちを尊重する会
三重いのちを尊重する会は、お腹の赤
ちゃんも含めた生命を尊ぶ心豊かな家庭
や社会づくりを願い講演会や「生命尊重
ニュース」をもとにした勉強会等を開催
しています。また、おなかの赤ちゃんを
応援する一口１円『円ブリオ基金』を集
めています。（エンブリオとは、8週まで
の胎児のことです。）募金箱などをおい
て下さるお店・学校・病院などを募集し
ています。
〒 510-1232　
三重郡菰野町宿野 168
TEL＆ FAX 059-393-5880（高倉）

ヒーリング・ルーム～☆ sa・ku・ra☆～
地域で繋がる♪子育て応援サポートネッ
トワークHappy ☆ smile^^ ♪
人は、いろんな思いを抱えながら、日々
生活しています。ため込んでしまった思
いがあふれてしまうと、身体や心にひず
みがうまれてしまいます。元気になれる
お手伝い、『心と身体の癒し』をテーマに、
ヒーリングカウンセリングを行っていま
す。赤ちゃんからお年寄りまで～、地域
で繋がる大切さを発信中。
http://sakura4angel7happy.web.
fc2.com/
TEL 080-5295-9932
E-mail:sakura_angel_happy44@
yahoo.co.jp

特定非営利活動法人
くわな子どもネット
子どもが豊かな子ども時代を送ることに
より生きる力を身につけ、更には子ども
を取り巻く環境を整えることにより、子
どもの権利が保障され誰もが生きやすい
まちづくりをめざして活動しています。
緊急サポート、託児、チャイルドライン
の実施の他にユースと乳幼児親子との交
流事業やノーバディズパーフェクト、小
学生の居場所キッズハウスなど、子育て・
子育ち支援や子どもの体験事業などを
行っています。
http://www1.odn.ne.jp
/̃kuwanakodomonet
〒 511-0073　桑名市北寺町 61　
TEL&FAX 0594-21-0501
E-mail: kuwakko@par.odn.ne.jp

子育ち広場∴ドロップ in
子どもたちののびやかで豊かな「子ども
時代」を実現するために子どもが安全に
安心して健やかに育つ地域社会づくりを
目的として活動しています。ひとりひと
りの自己肯定感を育むために、自己尊重
トレーニングや自然体験を通して大人も
子どももともに育ち合う場をつくってい
ます。
http://www.geocities.jp/smile_
dropin
〒 510-8014　
四日市市富田 1丁目 8-11
TEL&FAX 059-363-3728
E-mail: smile_dropin@yahoo.co.jp
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四日市まんなか子ども劇場
私たちは、四日市市の中心部で事務所
と、｢みんなの居場所“きらり”｣ を開所
し、子育て ･子育ち支援、学童保育をし
ています。子ども達が「ただいまぁ！」
と帰ってくると、小さな人たちはいつも
興味深々で、こわごわ近寄っていきます。
子どもたちも、ちょっかいを出す子、思
わずよろよろしながら抱っこする子など
様々ですが、異年齢のかかわりを大切に
しながら、体験活動を通して、大人も子
どもも学びあっています。
http//www4.cty-net.ne.jp
〒 510-0089　
四日市市西町 15-16
TEL&FAX 059-351-6670
E-mail:mannaka@m4.cty-net.ne.jp

ＮＰＯ法人　体験ひろば
☆こどもスペース四日市
子ども達が、大切な子ども時代を豊かに
過ごすことを願い、文化芸術体験や自然
体験、様々な表現ワークショップを展開
しています。また、安心して子育てがで
き、親と子がともに自立していけるよう
様々な子育て支援事業も行っています。
広々として見晴らしのよい事務所は、居
場所として開放しています。
http://www4.cty-net.ne.jp/̃space/
〒 510-0961　
四日市市波木町 2040-2
TEL&FAX 059-321-0883
E-mail: space@m4.cty-net.ne.jp

特定非営利活動法人　
こどもサポート鈴鹿
子どもの権利が保障される社会づくりを
めざして子育ち・子育て支援に取り組ん
でいます。18 歳までの子ども専用電話
「チャイルドライン」の実施、ファミリー
サポートや緊急サポート事業、乳幼児親
子のつどいの広場、文化芸術体験をはじ
めとする様々な体験事業の実施など、子
どもが安心して安全にそして豊かに育つ
地域社会づくりの活動をしています。
h t t p : / / w w w 4 . f a m i l l e .
ne.jp̃kodomosz/
〒 513-0817　
鈴鹿市桜島町 6丁目 20-3
TEL&FAX　059-383-1322
E-mail: kodomosz@mecha.ne.jp

特定非営利活動法人　
津子どもNPOセンター
子どもの権利条約を基に、子どもが安全
で安心して豊かに育つ地域づくりをめざ
して、子育て・子育ち支援の事業活動を
展開しています。地域の子育てを応援す
る「ファミリーサポート・緊急サポート」
乳幼児親子が気軽に利用できる「つどい
の広場」18歳までの子ども専用電話「チャ
イルドラインMIE」の実施組織として
の活動などを通して子育てをみんなで支
えあう地域社会づくりに取り組んでいま
す。
http://www.za.ztv.ne.jp/kodomo
〒 514-0125　
津市大里窪田町 2709-1
TEL 059-231-0012 
FAX 059-231-0013
E-mail: kodomo@za.ztv.ne.jp

特定非営利活動法人　
松阪子どもNPOセンター
子どもたちが豊かな子ども時代をすごす
ことを願い、子育て支援事業、子どもの
社会・自然体験事業、文化芸術体験事業
を行っています。また、ファミリーサポー
ト事業・緊急サポート事業や、チャイル
ドラインＭＩＥの実施組織としての活動
をとおして、子どもが育つ地域づくりに
取り組んでいます。
http://www.mknpo.jp/
〒 515-0043　
松阪市下村町 1115
TEL＆ FAX 0598-20-1511
E-mail:info@mknpo.jp

特定非営利活動法人　
三重みなみ子どもネットワーク
「すべての子どもが自分に誇りと自信を
持ち、自ら考え責任をもって行動できる
よう、活動を通してサポートする」をミッ
ションに、子育て支援事業では子どもの
主体を大切にした支援事業、ファミリー
サポート事業では伊勢市から受託してい
る「いせファミリー・サポート・センター」
運営を通して地域づくりを、文化芸術体
験事業では食文化や自然体験を通して命
を実感し、自己肯定感を高める事業を
行っています。
http://www.amigo2.ne.jp
/̃kodomo21/
〒 516-0037　
伊勢市岩渕 2-3-13
TEL 0596-28-5692　
FAX0596-28-5679
E-mail: kodomo21@amigo2.ne.jp

特定非営利活動法人　
子どもステーションくまの
乳幼児から青少年まで、子ども達一人一
人が自ら考えて行動し、主体的である様
にあらゆる方向からサポートしていきま
す。その手立てとして、ネットワークを
広げ、地域を巻き込んだ自然体験事業・
文化芸術体験事業・子育て支援広場事業・
保育サポート事業・学童保育事業等を実
施し、自尊感情や自己肯定感を養い、子
どもの権利が大切にされ、子どもと大人
が共に育ち合える生き易い地域社会を築
いて行く事を目指します。
〒 519-4326　
熊野市久生屋町 163-2
TEL 0597-89-5633 
FAX0597-89-5643
E-mail: kinan@zb.ztv.ne.jp

NPO法人チャイルドライン
MIEネットワーク
2005 年 4 月設立。子どもの権利条約を
基本として、民間と行政の協働で子ども
の心を受け止めるネットワークを構築し、
子どもが豊かに育つ地域社会づくりを目
的に指示しない指導しない傾聴する18才
までの子ども専用電話「チャイルドライン
MIE」を実施しています。また、子ども
の状況を社会に発信し子どもに関わる施
策提言を行っています。
〒 514-0125　
津市大里窪田町 2709-1
TEL ＆ FAX 059-211-0024
E-mail:info@childlinemie.net

特定非営利活動法人　
三重県子どもNPOサポート
センター
子どもの権利を保障する基盤整備及び、
子どもの社会参画の場をひろげ、子ども
が安全で安心して全人的に育つ社会づく
りを目的として活動しています。また、
行政・企業・NPOなど子どもに関する
団体との協働を推進し、公共サービスの
担い手となり、子どもに関する諸団体の
サポート、ネットワークづくりを目的と
し、地域づくりを進めています。みえ緊
急サポートネットワーク事業。チャイル
ドラインMIE ネットワークの事務局を担
当。
http://mie-kodomo-npo.org/
〒 514-0125　
津市大里窪田町 2709-1
TEL 059-232-0270  
FAX 059-232-0271
E-mail:mie-kodomo-npo@za.ztv.
ne.jp
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広告協賛団体一覧

三重県、三重県教育委員会、津市教育委員会、松阪市教育委員会、桑名市、桑名市教育委員会、いなべ市、いなべ市教育委員会、東員町、東員町
教育委員会、木曽岬町、木曽岬町教育委員会、朝日町、朝日町教育委員会、川越町、川越町教育委員会、四日市市、四日市市教育委員会、菰野町、
菰野町教育委員会、鈴鹿市、鈴鹿市教育委員会、亀山市、亀山市教育委員会、伊賀市、伊賀市教育委員会、名張市、名張市教育委員会、多気町、多
気町教育委員会、大台町、大台町教育委員会、明和町、明和町教育委員会、伊勢市、伊勢市教育委員会、鳥羽市、鳥羽市教育委員会、志摩市、志摩
市教育委員会、南伊勢町、南伊勢町教育委員会、度会町、度会町教育委員会、玉城町、玉城町教育委員会、大紀町、大紀町教育委員会、紀北町、紀
北町教育委員会、尾鷲市、尾鷲市教育委員会、熊野市、熊野市教育委員会、御浜町、御浜町教育委員会、紀宝町、紀宝町教育委員会

後　援（行政機関）

ほりべレディースクリニック
日永屋（桑名市）
託児ルーム・桑名市プレイルーム
Fine Link
虐待する母親の回復支援する
エンパワメントみえ
メンタルサポートルーム
（特）くわな子どもネット
株式会社　アサプリ
佛壇・佛具　寺院佛具　五大
総合広告業
株式会社　金星堂
株式会社　ハツメック
オーケーズデリカ（株）
都納豆の株式会社小杉食品
役立つ学資研究会
株式会社三重銀行
日市市病児保育室カンガルーム
二宮病院
介護老人保健施設ちゅうぶ
村上ファミリークリニック
前野段ボール株式会社
小林建設株式会社
矢野設備工業所（有）
子育ち広場∴ドロップ in
子どもと本をまん中にCan
四日市市一番街　なかむら
会津・喜多方ラーメン「坂内」諏訪店
有限会社　エムズワイズ
あすなろスイミングスクール四日市
オカリナ演奏のボランティア
“音あそび”　西山登志子
中部西学童保育所
(株 ) 四日市事務機センター
近鉄みやまど駅前海山道神社
四日市まんなか子ども劇場
ことばがこどもの未来をつくる
Labo Party
かわむら歯科医院
株式会社劇団うりんこ
岩崎ブラザーミシン（株）
学校法人　慈光学園
ひかり幼稚園
鈴鹿ハンター
ほるぷ子ども館
医療法人おばたレディースクリニック
中村瓦店株式会社
中村建設株式会社
株式会社　サンウッド
outy. 蒼築舎
住宅基礎・小島組
うえの整形外科

株式会社　水谷運輸倉庫
三原クリニック
三原子そだて支援センター
オリンピアスポーツクラブ
わた福　寝具店
ＮＰＯ法人　体験ひろば☆こどもスペー
ス四日市
マルヤスギフト館
町田ピアノ調律所
美容院　スカイラーク
なごみや
もち久
ひな人形・五月人形　サカタ
Combi・Aprica UN 三重県 正規特約店
ベビー＆マタニティ　サカタ
特定非営利活動法人　こどもサポート鈴
鹿
産科・婦人科白子クリニック
白子クリニック小児科
病児保育室ハピールーム
セントローズ　クリニック
医療法人碧会　ヤナセクリニック
金丸産婦人科
医療法人津西産婦人科
医療法人熱田小児科クリニック
高田短期大学
真宗高田派　栗昌山　誓元寺
真宗高田派　越後山　高山寺
高田短期大学　
人形劇団　縁起人（えんぎんちゅ）
まつさか幼稚園
西尾歯科
山の手内科クリニック
医療法人　上津デンタルクリニック
医療法人社団　あめさら耳鼻咽喉科
森眼科
お焼屋　工場店
デコールおおたに
医療法人　東海眼科
株式会社　阪本事務機
Pearl Factory KUBO
久保圏慈
PASSO（パッソ）
株式会社　ヒラマツ
リブハート 津店
～Natural Therapy～オレンジ・エイド
児童期・青年期の健康相談
医療法人斉藤メンタルクリニック
医療法人社団　たかはし皮フ科
みえ消化器内科
ブリクストン

おがわ脳神経外科クリニック
高虎DOG
株式会社　東洋レーベル
B-HOUSE営業所
御菓子司　岡田屋　
ライフギャラリー黒板や
津医療生活協同組合
専修時こんにゃく
杉甚商店
さくら総合法律事務所
Healing-room? ☆ sa・ku・ra ☆ ?
保育所　ちびっこランド　名張園
（医）イワサ小児科
株式会社　林技建工業
さくら保育園
ＮＰＯ法人シーズネットワーク
みどり保育園
社会福祉法人　松阪仏教愛護園
神戸保育園
有限会社アスカプランニング
若葉保育園
株式会社 第三銀行
（特）松阪子どもＮＰＯセンター
まつさかファミリーサポートセンター
三重県立志摩病院
フレンドパル 赤ちゃん屋
しま子育て応援団
助産院エンジェルスマイルモモ
東山歯科医院
伊勢市小俣町本町 90
医療法人　童心会
中川歯科
有限会社　ヤシマ真珠
株式会社南部清掃
赤ちゃんデパート　北條
まつもと薬局
社会福祉法人　明照浄済会
中條眼科志摩分院
株式会社　堀崎組
くまのっ子学童クラブ
みはまっ子学童クラブ
NPO法人　子どもステーションくまの
バナナ加工卸問屋（株）ワダマツ
（みかん）南紀物産
千巻印刷産業 株式会社
ワイヤーママ三重
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小笠原　まき子
髙草　環
伊藤　明美
水谷　清子
堀内　千春
小川　満美
磯川　和子
伊藤　由理
山下　純生
山下　功子
山下　昭子
有吉　時寛
有吉　トシ子
加藤　みゆき
小川　淳一
伊藤　栄紀
伊藤　美奈子
池田　輝明
池田　光子
市村　好恵
市川　正守
市川　千鶴子
浦村　亨
大川　里美
奥村　仁
川井　咲子
川村　泰代
斉藤　さち
シルヴァ　奈三
桜井　真弓
永井　幸男
永井　礼子
藤原　仁身
藤浦　種子
星野　雪
水谷　真知子
山本　尚子
池畑　昌代
永田　亜紀子
阿部　敬子
小椋　とも子
油田　昇
油田　千鳥
冨田　美佐江
竹尾　淳子
大橋　美代子
竹尾　千太郎
谷口　久美子
坂本　聖子
田中　美樹
横山　正純
山室　真由美
福田　佐代美
立松　小百合
生川　尚子
春名　誠美
伊達　公美子
上野　尚子
加藤　健一郎
山崎　朋子
井上　勉
吉田　茂樹
藤山　廣
前田　佳男
水谷　孝子
中筋　貴子
上田　真紀子
豊田　達子
吉田　喜美子
平井　律子
多田　雅代

中西　和美
土井　靖子
斉藤　典子
豊田　昌代
平尾　典子
上野　佳子
林田　真弓
高橋　真弓
田口　礼子
高井　満里子
大竹　道子
熊野　喜代子
梅山　幹雄
近藤　昌洋
加藤　保子
望月　寿子
松上　昇司
鈴木　英文
小林　卓
杉本　悦子
永戸　栄治
別保　春和
杉本　信之
桜井　真由美
西崎　水泉
浅尾　智子
石井　利佳
上原　雅美
桐生　秀子
坂　くみ子
嶋　かをり
瀬川　浩子
田城　朋子
玉置　深雪
西村　治美
服部　かつ美
林　佳代子
安井　尚志
米井　千恵
小野　秀哉
ポレポレ
ちんたら 2号
ひみか・ゆうと
熱田　裕
多喜　紀雄
橋本　景子
千草　篤麿
佐藤　完
鼎　龍教
森　ふみ子
福西　朋子
梶　美保
飯田　美知子
林　里美
小端　たまみ
平松　比呂子
市川　節子
大窪　久美子
谷口　美子
平澤　田代
井ノ口　千代子
中橋　千枝美
木村　あけみ
山口　久美子
野口　寛子
西川　幸子
多喜　美奈子
山下　恵子
長野　晴実
牧野　美知子
水谷　順子

浅原　直美
山田　優子
西井　智子
藤井　裕子
藤井　由美子
石川　正浩
片山　令子
高楠　正夫
福井　きわ子
堀山　幸子
並木　綾子
並木　美香
駒田　悦子
山田　照美
飯田　典代
森下　道大
林　史子
山田　康彦
中村　史子
西川　笑子
五嶋　まき子
小河　里佳
北村　行史
湯谷　純子
河合　卓子
真田　まゆみ
信藤　博正
山田　恵理
谷　伊津子
小菅　雅司
石川　謙二
横山　美香
若林　千枝子
岡　幸男
芝田　伊津子
兼平　都古
田部　眞樹子
竹村　浩
川喜田　ひろ美
佐々木　典夫
前田　稔
原　正雄
谷口　静也
竹川　哲之
藤牧　和弘
藤井　政弘
藤井　孝則
増井　昌紀
辻　富美雄
松永　正春
野田　剛史
稲垣　篤
村田　則子
田邉　正明
伊東　直人
山川　稔也
谷口　真美子
高田　明裕
米野　浩之
山口　富生
青木　信子
鵜飼　節夫
松本　幸也
堀内　晋三
臼井　正昭
渡辺　早苗
古市　卓司
堀山　祐治
土性　孝充
片田　俊二
森川　賢

岡野　辰巳
山田　香
西川　賢洋
外岡　博明
森　直樹
丸山　康郎
川本　伸司
山川　雅己
勝田　直樹
永合　哲也
服部　恵実
中西　ナツ代
岡野　俊
落合　正史
田中　寛
森　昌彦
古谷　正和
出口　律子
上田　ゆかり
田辺　美恵子
裏川　久子
河俣　知世
藤川　ミカ
西村　敬子
田中　みゆき
久保田　沙織
倉田　美穂
服部　央子
真柄　尚代
田口　芳裕
倉田　靖大
嶌田　まり子
岡本　あ希美
小海途　由美子
大西　那央子
曽野　實
前田　宏樹
青木　清美
浅生　伸之
家木　恭子
家木　稔
家木　崇
鈴木　美保子
坂口　千鶴
藪岸　加寿子
石川　靖代
奥山　明子
堀内　咲子
西山　峰子
別所　一宏
梅林　ひとみ
栗本　真弓
笹井　新子
西山　千恵子
長尾　久美子
平澤　宏子
米倉　一美
小菅　千恵子
印南　淳子
野村　悦子
坂口　ゆかり
矢田　芳美
中野　まゆみ
松谷　あや
蜂須賀　理恵
上村　友紀
畠山　裕子
岸岡　三重子
小竹　悦子
田上　幸代
小西　君子

三井　康子
前川　敬子
和氣　智子
田端　佳枝
澤　真由美
阿形　一千子
杉島　シズ子
向出　幸子
信田　豊子
杉谷　明美
岡田　恵津子
森川　里子
小菅　智美
杉本　久美
山内　悠嗣
坂口　孝子
平生　智恵子
海野　和奈
後久　早江
堀木　あゆみ
原　しのぶ
村田　与子
中山　郁絵
柴原　美紀
藤田　信隆
関山　淳
福祉政策課
太田　栄子
速水　恒夫
中山　恵里子
福井　崇司
橋本　秀由紀
川本　幸一
山本　佳子
川瀬　尚俊
山田　喜久
田中　みちよ
安藤　敏
神原　由明
高山　大
河合　光陽
服部　清人
市川　香織
安井　雅臣
野村　太郎
鈴木　早苗
谷岡　眞知子
位田　紘二
井澤　淑子
宮本　隆弘
中山　智子
前山　和子
坂口　彰
山本　和美
川北　裕美
青木　浩子
杉田　聡子
鈴木　知美
西尾　真由子
黒田　和博
村田　善幸
柴田　浩
伊藤　雅紀
鈴木　由美子
真弓　奈津希
高橋　明子
渡辺　一政
上山　ひとみ
井上　寿美
前田　満美子
山路　茂

沖須 香薫
薗部　功
前嶌　敏文
小西　勢津子
村林　千秋
斎藤　文可
刀根　京子
福山　桂
松本　直紀
池田　元彦
川瀨　智子
新田　浩隆
堀出　朋子
中村　裕子
尼子　宗成
山口　哲生
中井　弘明
長崎　光弘
増原　千栄子
真伏　洋美
中西　純子
片山　正美
高瀬　弘司
藤田　みどり
中里　好江
村林　彩子
久世　久美子
杉本　雅子
山本　くみ子
深田　万記子
大川　淳子
村田　秀美
寺島　美穂子
森下　さゆ子
西山　洋子
吉田　康子
尼子　都古
大門　公子
塩谷　明美
小林　小夜子
木本　玲子
田口　寿美子
落合　泰子
杉本　幸子
鈴木　紀子
江藤　与利子
中小原　一代
池村　あゆみ
古市　好美
栗谷　弘美
吉田　典子
岩崎　茂世
井上　真由美
中里　幸子
西村　裕世
原田　聡子
中野　瞳
中野　佳代子
中野　正太郎
掃部　直子
西川　陽子
秦　紀淳
中島　正博
長野　宏紀
加藤　智之
前田　隆寛
福岡　浩子
池田　貴裕
岡村　淳子
大畑　陽子
岡本　光子

片山　若子
田中　良典
大門　彩子
大門　幸代
奥山　弘樹
笠原　雅司
横井　靖
塩野　幸恵
前川　幸美
池田　美穂子
池田　恭佳
中川　眞由美
奥村　幸恵
東山　典子
浦田　宗昭
下村　希
加藤　照
野村　ユカ子
野間　紀子
本橋　亨
大阪　恵子
山路　典孝
中西　真由美
澤村　由依子
古橋　清子
中山　恵美子
池田　早苗
田畑　珠美
見並　里香
高木　文
小林　早苗
佐久間　禮子
山本　くに子
谷　紘子
柴田　純江
萩原　みちる
山本　辰美
中村　富美
中西　典子
若宮　由美
岡田　まり
池田　千恵
岩井　圭子
倉木　紀子
鬼藤　千代子
秋山　則子
奥田　治
奥田　敍子
田岡　陽子
黒瀧　一輝
脇濱　厚子
小山　芳子
杉山　静子
庵野　智子
片岡　あや
湊　久美
倉屋　大恵
田岡　美子
濱地　明子
大西　眞純
小川　典子
立誠保育園職員一同
川崎　まり子
山際　都代子
釜谷　惠子

名義協賛（個人）一覧　※掲載許可をいただいた方のみ（順不同）　



主催：子どもの権利フォーラム・マタニティフェスティバル実行委員会　　　　　　　　共催：津市・松阪市　

■実行委員会構成団体
三重県小児科医会／三重県産婦人科医会／三重県看護協会／日本助産師会三重県支部／四日市市病児保育室カンガルー
ム／三重県立志摩病院／三重大学教育学部美術教育コース／高田短期大学育児文化研究センター／三重県保育協議会
／三重県健康福祉部こども局こども未来室、こども家庭室／三重県教育委員会事務局　人権・同和教育室／津市健康
福祉部こども総合支援室／津市教育委員会事務局人権教育課／津市健康福祉部中央保健センター／松阪福祉事務所こ
ども未来課／鈴鹿市健康づくり課／株式会社三重銀行グループ／三重いのちを尊重する会／ヒーリング・ルーム～☆
sa・ku・ra☆～地域で繋がる♪子育て応援サポートネットワーク　Happy☆ smile^^♪／特定非営利活動法人くわな
子どもネット／子育ち広場∴ドロップ in ／四日市まんなか子ども劇場／ＮＰＯ法人体験ひろば☆こどもスペース四日
市／特定非営利活動法人こどもサポート鈴鹿／特定非営利活動法人津子どもNPOセンター／特定非営利活動法人松阪
子どもNPOセンター／特定非営利活動法人三重みなみ子どもネットワーク／特定非営利活動法人子どもステーション
くまの／NPO法人チャイルドラインMIE ネットワーク／特定非営利活動法人三重県子どもNPOサポートセンター

■実行委員会事務局 
〒514-0125  三重県津市大里窪田町 2709-1

（特）三重県子どもＮＰＯサポートセンター・ＮＰＯ法人チャイルドラインＭＩＥネットワーク内 
TEL059-232-0270　FAX059-232-0271 
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